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(樵)アグ｣グノニック研究所　　代表取締役　村井　保

施設栽培野菜においては害虫の寄生しない苗を植え付けることがPMの基本中の基本であるが薬剤

抵抗性が発達している害虫の苗からの持ち込みをなくすことは不可能に近かっだ｡とりわけ,イチゴの

ハダニは抵㈲生の発達が薯L<,栽培管理上の最大の課題となっている｡イチゴ忠苗を育成するまでの期

間が長く, 8-9月に定植され収穫は10月から始まり翌年の6月まで長期にわたる｡定植画前の苗を

高濃度の炭酸かス処理することによって,イチゴの生育に障害なく.定植後のハダニの発生を長期間抑制する

システムを開発した｡また､ 201 5年2月､宇都宮大学を退職くする直前にこの炭酸ガス処理技術を基幹と

してI P M技術を普及するため株式会社アグ｣グノニック研究所を設立したので､これまでの経過を報告す

る｡

1.は圏こ

ナミハダニTedarvw Lnme K:dlは農作物を含む,極めて多くの植物に寄生し(江原･真横

1 975),施設栽培の野菜･花き類では重要害虫となっている｡近年　全国的に難防除化し各地でイチゴ

を中心に注意報が発表されるなど園芸作物生産の大きな障害となっている(農林水産省消費･安全局

201 4)｡特laイチゴ栽培でl認諾蠣蔦受性の低下と相まって,育苗期から本圃まで栽培期間の全般にわたり

か曙;を受け　防除に手を焼いている生産者は多い

1 970年ころから欧米諸国やオーストラリア等でQmUd間AbTm筑宮崎re Sぬrage法(略してCA法

とも呼称される)が注目され始めた｡この方法には窒素を置換ガスとし酸素濃農を数%以下にして窒息を

図る方法と殺虫作用を有する40%以上の高濃度二酸化炭素(以下の)を充てんし殺虫を図る二つの后法

がある(中北1 986)｡これまで,貯穀害虫や果実葉物野菜等収穫物に寄生する害虫を対象に試験されて

きたか植物苗での高濃度炭酸ガス処囲え植物への障害をもたらすことから例はなかった｡

ちなみに∞2処理により死亡urCt醐本の体液㌦1 1髄鞘固体の雪謹変性側の6.9からK8-鳩等重炭酸

塩の飽和水溶液のd-1に闇討四散するアルカ｣性側の8.1 -82に上昇し.アルカリ性側の異常状態へと変

化して昆虫細胞内における生命維持に必要な各撞酵素活性の低下が筐み,最終的には好気的エネルギー代謝

反応が停止するとu三高濃度∞2殺虫メカニズムが提起されている(閻201 3) ｡

2　南濃蔓開戦かス処圏妨ナミハタコ篭吋する殺虫効果

高濃度炭酸ガス処理のナミハダニに対する殺虫効果を明らかにするため,発育ステージとして雌成虫崖下

後24時間以内の卵(以下, 24h卵)および産下後48卜72時間後の卵(以下, 48 -72rl卵)に対し

60‰02有無の2醜処理温度を25. 30, 35℃の3関藍処理時間を4. 8, 12, 16, 20時

間の5段階とし,以上の条件を組合せたて試験した｡その結果,雌成虫に対して25℃では20時間の処

理で死虫率は1 ㈱こ達し. 30℃と35℃では1 6時間の処理で1 079%に遷した｡24h卵に対しr25cc

20時間の処理では98.4%となり, 30℃と35℃では1 2時間の処理で補正殺蜜陣が100%に遷した｡ 48

へ72h卵に対して25℃ 20時間の処理では960%となり30℃で16時間, 35℃で1 2時間の処理で

100%に遷した(小山田･村井　2013)｡

また, 40℃条件下ではナミハダニ雌成虫と卵は6時間処田で100%殺虫率が罵られている(板垣ら,

2017)｡
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表1　ナミハダニに対する60%co2処理の殺虫効果

供試ステージ　　温度(C)　　　　　炭酸ガス処理時間と死亡率(%)

4h　　　　　8h lh2　　　　16h　　　　20h

9. 5　　　　72.3　　　　98.0　　　100.0

75.3　　　　93. 1　　100.0　　　100.0

80. 7　　　　99. 0　　　100. 0　　　100. 0

50. 2　　　　65. 9　　　　89. 8　　　　98. 4

]･即諾器一需3

loo. 0　　　100. 0

100. 0　　　100. 0

81.2　　　　96.0

100. 0　　　100. 0

100. 0　　　100. 0

供試成虫教は各102頭､供試卵数は164-289卵

小山田･村井(2013)から一部改変して引用

3,高嚢匿設酸ガス処駐栃重層直前のイチゴ苗に及ぼす影響

609教ニ)2処理が這植直前苗(品種`とちおとめ')の生育および椿事分化に悪影響を与えないことを確認

するため処理後の外観上の軽蓋頂花房の開脚犬況を調査した｡蹴り2処理の葡罷処理温度30℃.

35℃および処理時間12時間, 24時間を組合せた8医と慣行菅理医の9区を設け各区10株(普通夜

冷苗)を供試した｡苗は処理後24時間以内にプランター当たり3株ずつ,株間20mで無作為に定植し

て屋外で管理し1 0月20日以降ガラスハウス内で管理した｡処理後葉枯れ株i割/1等の有無を観察した

が外観上の闇ま認められなかった｡また,各区の定植日から頂花房第1花開花までの平均日数は427～

44.7日.定植80日後までの平均開花数9.9-1 1.6花となり,有意な差域認められなかった｡さらに定

植から赦ニ)日後までの各区の頂花房全体の開花のばらつきは累闘菊花率を見ると,ほ厨司等で高麗な差(諒恕

められなかった(小山田･村井　201 3)｡これらのことから,イチゴの菊花に関して的2処理の影響

はないと考えられる｡しかし款%以上の∞処理では写真1のような障害が発生する｡

写真1馳癌鴎蟻鎧酸ガスによる臨書

4　イチゴ起語鶴i でのハダニ猿楽生抑制効果

前述したナミハタコこ対する高い殺虫効果とイチゴ苗に対する影響が認められなかった結果を受け,栃木

麗試内および現地生産者圃場において実証試験を行った｡

1 )栃木農試圃場における実証試験

供試苗として農試園刃でポット育苗したイチゴ苗(品種`とちおとめ' )を用いた｡試験区として.00%

cO2処理区と無処理区を設けた｡供試イチゴ苗6∞株に対し.処理前日にナミハタニ(黄篇梨妙100頭

を放虫した｡翌日.農研機騨果樹研究所(茨城県つくば市)内に設置されている高濃度∞2くん蒸処理装愚

を用いて供試苗の半分の3(二〇株に対して6UTm処理を24時間行った｡残りの3CD株は無処理とし
～2-



た｡試験区は単棟IWプハウス1棟(面積約1a)の3畝(高知雷6mm)のうち両端の畝を3区画ずつに

医切り, 60%W2処理区と無処理区(1図画約8m 2)を交互債配置した｡ 60QAm処理終了2日後に定

植苗を両試験医の各々3CO株から任意に選び出し,麓強固村の試験圃場に1区画当たり56株定植した(蛛

間25m1)｡定植後の本圃におけるナミハダニ発生賞が賎潟査は調査株を区画ごとに無作為に1 0株選V.

200年11月10日から2010年2月1日まで,おおむね1週間ごとに株当たり1複葉を選び寄生

するナミハダニ雌成虫を言†数UTL本圃に定植後無処理区では敵虫したナミハダニが話皇諦報能書の1 1月

10日から認められ, 12月中旬以降から願密度が患増した｡このため2回の殺ダニ剤散布(2010年1

月6日アセキノシル水禾頂肌1月20日プロピレンgIJコールモノ脂肪酸エステル学瞬妙を行ったが　十分

な防除効果が罵られずに調査終了時までナミハダニが多発u蘭ナた｡一万,的2処理区では1 2月末

までナミハダニの発生は認められなかった｡その後ナミハタ二の発生i:葉認められたが調査終了時まで低

密度で推移した(図1 )｡

50　　　　o 0

イチゴー楼燐当たりのハダー'.斌球史致

一L/le lUI7　IIJil　　～lJ30　　1～Il　　　⊥il一9　12IiZ liI!9　　1価　　lIl!　　ソiO II～e　　!′I

図1栃木農試試頭圃場におけるの麺雲のハダニ防除効果(小山田･村井　2013)

2)現地圃場実証試験

供試苗として生産者宅で35穴セルトレイにより普通夜冷育苗したイチゴ苗(品種`とちおとめ')を用

いた｡試艶茎として,馳処理医と無処理区を設けた｡ 2(Xニ9年9月7日,前述の果樹研究所内に

設置されている高濃度∞2処理施設で供試イチゴ苗4CXm株のうち2(m株に対Ut 60OAm処理を

24時間行った｡残りの2cm株は無処理の苗とした｡処理終了当日の9月8日に用意した単棟パイプハ

ウス(面蹟2a) 2棟をそれぞれ処理区無処理区として全株を定植した｡両区ともナミハダニの放虫は行わ
"奔　自然発生l蛾なお,無処囲留ま生産者の憲司により10月10日に還記聞鍋樹物液剤とtrlノ

ダベン水和剤10月29日にシフルメトフェン水禾摘出を散布urL一方,処理区ではナミハダニに対する

薬剤陽樹ま行わなかった｡発生状況調査は調査株を各ハウスから無作為に1(m株選び須鷺9年10月

14日から12月26日までおおむね10日ごとに株当たり1複葉を選び寄生するナミハタコ脱成虫を

計数u己　現地圃場の蒸処理区では定植後にナミハダニに対する薬斉肪除を2回行ったにもかかわら唾

1 2月8日にはナミハダニの発生が確認され1 2月末には1複葉当たり雌成虫数が約2頭認められだのに

対し, 601TW2処理区ではハダニ類への防除を行わなかったが1 2月26日までナミハダニの発生は全く

認められなかった｡
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5炭酸ガス<ん蒸装置

イチゴの苗に対する炭酸かスくん蒸装置として3種類の装誼が市販されている｡高濃度炭酸ガスを24時

間密閉できるシステムで,初めに日本液炭(秩)が開発した｢すくすくバッグシステム｣は高気密性の特殊

ファスナー付き巨大バッグ(幅3.5m,奥行4.4m,高さ1.8m)で　コンテナやトレイに収納したイチゴ

苗を密閉し　炭酸ガスを流し込む装置である(写真2-A)｡一度に最大1 7280株の処理が可能である,つい

で,日立ACで開発された｢ポリシャインSB (水封式炭酸ガス害虫電離ミシステム)｣は握が水封式になっ

ている装置で.夜冷庫台車をそのまま利用できるぼか,コンテナ利用で処理も可能な装置である(写真2-

B)｡ ｢度に最大26565株の処理が可能である｡また弊社が開発した｢アグリ91ノーナ-｣は紬0～

1 6CXm株の処理が可能で　日立AC同様水封式であるが加温装置を装臆し　袋内の空気で炭酸かス濃度

を調整するガス混合方法を使用しているなど他社と異なるシステムである(写真2て) (写真3 ) ｡

董-bp:.!羽西一一一~i一一~~"一一一一一~~｢沼一一一°〝~"ー~一 一∴∴＼∴ 剪�
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A:ファスナーバッグ　　　　　BポリシャインSB Cアグノダノーナ-

写真2　炭酸ガス処理装置のいろいろ

写真3　炭酸ガス希釈装置(特許第6485827号)

6.定1圃絢の処理の条件と殺虫効果

イチゴの定植前に処理を行うことから, 8月下旬から9月中旬にかけて処理することが多く,年によって,

温度が異なり.効果が異なることがわかっている｡処理期間の装置内の平均温度が25℃で最低気温が20℃

以上で捌ま1 0月下旬になってもハタ二の発生は認められなかった｡平均温度が20℃では1 0月下旬に

は発生が認められ薬剤散布が必要となった｡最低気温が20℃以下でも最高気温が29℃以上であれi講い

効果が認められた｡

201 4年の8月中句の処理では平均気温が25℃近くあり,最低気晶は20℃以上であった｡この場合は

1 0月下旬になってもハダニの発生点薬慰められなかった｡ ÷方, 201 5年は8月下旬の平均気晶が20ccと,

例年よりも低かっだ｡この時に処理したイチゴでは1 0月下旬で株あたり1 0匹以上となり,発生を抑える

ためには劉司の震薬散布と天敵の放鏑が必要であった｡また, 9月上旬は幾分温度が高くなり.最高気温が

29℃に達峨最低気温が1 8℃で経過したため,防除効果が低くなった(表2)｡
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表2　炭酸ガス処理時期の袋内温度とその後の殺虫効果

生産者処理日(龍)ノ(035-書誌
(株当り)

8/17-18　24.9 (29.5-23.3)　　　　0

8/28-29　20.0 (22.8-18.5)　　　11.9

9/5-6　22.9 (29.0-18.6)　　　0.47

9/10-ll 21.6 (28.I-18.0)　　　2.08

これらの結果から, 8～ 9月でも温度が低い時には何らかの加温システムの導入が必須である｡

7.袋内を血腫iすればうまくいく

加温装置とL/Cオイルヒ一夕が適している｡ヒーターにはサーモスタットが内蔵され28℃が上限となっ

ている｡袋内の温度むらを防ぐため空気を混ぜるために軸流フアンを空気混合ユニットの下部とコンテナ最

上部に設置しか鵬醒;の空気を袋全体にいきわたる様にする｡コンテナの設置位置の中央部に間隙を作ると空

気の循環が良くなり,袋全体の温度の均一化ができる｡

処理装置を設置する場所として,ハウス内が温度を確保するのに適している｡ハウス内に設置し処理時の

気温が20℃以下となればオイルヒ一夕を作動させ,ハウスを萬閉じも一昼夜作動させることによって25℃

を維持することが可能となる｡ 201 7年の9月の様に関東地域では不純な天気で,十分な温度を確保するこ

とが困難であったがこの様な加温システムを導入した農家では5月までダニ剤の散布をしなくて済んだと

いう高い効果を上Ijtいる｡

加温システムは定植前のイチゴ苗だけでなく, 3月や1 1月に配布される親株の処理も可能にするもので

ある｡苗の供給体制の上流からダニの密度を軒晴山できれば薬剤抵開封＼ダニの出現も抑制できる可能性があ

る｡

8. (榔アグJ a lJニック研究所の事業と今後の取り組め

(㈱アグノダノニック研究所は､村井が謹腫ヨ大学軽薄中に開発した高濃度炭酸ガスによる害虫防除技術を

実用化することを中心蚕業として退職直前の平成27年2月2日にベンチャービジネス企業として立ち上げ

られた｡施設園芸でl割妾き木苗や高付か的植苗等の購入苗の利用が増加しており.苗生産が飛躍的照申ひてい

る｡それ照半って,微小害虫の発生分布の拡大やそれらによるウイルス病の発生が大きな問題となっている｡

苗出荷前の炭酸ガス処理システムの導入が確立できれは農薬陸田0消g減とともに天敵類の利用効果がより

確実なものとなり.施設作物の害虫防除体系を大きく変えることが可能となる｡

当初､従業員なし人ア)uヾイトと役員だナで始め､現在､正規従業員2名を雇用することができ､新規代

理店の構築､西日本に向けた炭酸ガス処理技術の普及を展開しているところである｡栃木県はイチゴの日本一

の生産地であり､生産にとってもっとも緊急の課題として薬剤抵開封＼ダニの防除対策であった.宇都宮大学

在職中に高濃度炭酸ガス処理によって､この難防除害虫を防除できることに目途が立ち､関係企業と共同研究

を立ち上l工高濃度炭酸ガスの農薬登録適用拡大を進めることができた｡しかし.炭酸ガスメーカがガスを販

売するにあたり､通常師格の5倍近い値段で販売することになり､コストの低減という私の目論見が失望に

変わった｡そこで､弊社で開発したシステムと炭酸ガスボンベの販売を始めた｡また､ 1年日i割坊除の請負処

理を中心に事業を展開した｡ 1 5戸の生産者から依頼があり､効果が高く､生産者からも高い評肺を得ること
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ができた｡一方､実地に処理するにあたって､処理時期の温度の闘蜜生産者が実施するときの作業性等の問

題点も浮かび上がってきた｡そこで､ 2年目からは加温器､温度のモニタノン久袋の2袋化等､弊社独自

のガス混合ユニットの考案等を組み込んだ新たなシステムの馴乍販売を史観脆これまで､宮城県から､神奈

川県に卸すて約∞台を販売することができた｡処理システム㈱廃置勘ロは殺虫炭酸ガスの普及販売を加速

することとなります｡

これまで,イチゴ以外の作物でも高濃度炭酸かスの効果を検証し作物種によって,あるいは晶程によって,

高濃度炭酸ガスに対する耐性が異なることがわかってきた｡ばら.キク,

シクラメンなど花類ではイチゴと同様に比較的炭酸ガスに対する耐性が

高Ltしかし.果菜類のキュウリ,トマト,ナス,ピーマンなどでは高

濃度炭酸かス処理による障害が発生する｡これを回避する方法が検討さ

れており,高濃度炭酸ガスの需要拡大のため､キュウノ､ナス､トマト､

キクなどの害虫フリー苗生産のための震薬適用拡大にも取り組んでいま

す｡炭酸かス処理装置を袋から減圧真空冷却装置を改良した設備機器に

変更し人処理過程を作物ごとに変更できるプログラム自動化装置を開発

している｡この装置は､真空状態あるいは6 0%程度に一旦減圧してか

ら炭酸ガスを充満する方法をとっており(特許第61 9421 2号)､これに

よって､従来貯穀害虫では2週間の処理が必要であったものが1 ～2日

で処理できる見込みかついたので､検疫への利用も考えています(写真

4)｡

高濃度炭酸ガスと併用した防除技術として､農薬以外の防除手段としての天敵の販売も実施しtいます｡イ

チゴのハタニ対策から､授粉昆虫ミツパチの遥供､さらに他の病害虫の随除対策の相談に至るサービスを提供

Ljtいます｡

また,高設栽培や水耕栽培OM乍物での生育期の高濃度炭酸ガス処理も設備を改良することによって可能と

思われるので,設備関係の企業との共同開発を期待したしt

炭酸ガス以外の事業も実施Ljrおり､その一つとして新規農薬関連事業として､新震薬の効果､薬害､ミツ

パチに対する影響評肺などイチゴ以外の作物でも取り組んでいます｡さくら市の農場以外に香川県､愛知県､

熊本県､島根県でも試験できる体制を構築していきたいと思っています｡

ミツバチ関連の事業として､グループ企業の麗業生産法人アグJ Beebialtを設立し人ミツパチの増圃こ必

要な蜜源植物の遊休地を利用した生産にも取り組んでいます｡ハチミツやハープの生産も展開する予定です｡

弊社掴園芸の中で､フリー苗生産に貢献できる事業を展開している訊生産者への様々なアフターケア

をできることが大きな強みになっています｡幅広い病害虫対策や土壌管理など､現場が抱える問題は多く､需

要の多い分野と思います｡ AIやドローン等を;調した新u l技術を組み込んだ事業の展開も視野に入れてい

きたいと思います｡

現在､栃木県さくら市に研究農場を開設し.事業を展開しています:広大な敷地1 2r協を将来取得し.今

後の事業を展開していきたいと蓄えています｡醜ご支援お願いいたします｡
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｢バンカーシート普及の現状と今後の展望｣

全国麗業脇同組合連合会　肥料震薬部　農薬課　西川洋史

｢少子高齢化が進む日本社会｣において生産物の安定的な生産が課題であり､ J A全農(よ　5年後･

1 0年後を見据えた取り組みとL/(､ ｢麗業総産出額を計画的に･段階的に拡大する｣ため､これまで以

上に生産振興に取りかかる必要がある｡生産現場での病害虫防除は､化学農薬に対する感受性の低下な

どの問題もあるが＼さらに省力化などの技術も必要であるため､これらの対策の1つとして天敵の利用

に注目しtいる｡

J A全霞はこれまで天敵農薬の供給はしていたが､天敵廉護装置｢パンカーシート｣の取り扱いをき

っかけに､本格的に推進を図ることとなった｡

第1図

天敵保護装置『バンカーシート』
○薬剤抵抗性害虫の問題を｢バンカーシート｣により解決します｡
○天敵を長期間･大童に放出することにより､害虫発生前に計画的に敢闘が可能｡
○天敵の繰り返し放餌の負担を軽減でき､コスト低減に貢欲します｡

【パンカーシートの構造】 =天敵パック製剤の性能を 

最大 �+�ｷﾂ�き出す資材 

3.害虫発生前から設置可能

｢バンカーシート｣は､化学農薬や環境変化の影響を軽減しシート内でカプリダニを増殖し長期

間放出できる簡易型紙資材である(図1 )｡ ｢バンカーシート｣単体で使用するのではなく､ミヤコカプ

リダニ製剤の｢システムミヤコくん｣やスウルスキーカjlJダニ製剤｢システムスウル<ん｣を｢バン

カーシート｣内に入れて使用する｡それぞれ｢ミヤコlじIカー｣ (｢パンカーシート｣ + ｢システムミヤ

コくん｣)と､ ｢スワル

バンカー｣ (｢バンカーシート｣ + ｢システムスワ)U<ん｣)を､平成29靂薬年度(201 7年1 2月)

から供給を開始した(図2)｡
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第2図
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システムスウルくん　　　　　　設置(きゅうり)

現在利用できるミヤコカjI｣ダニ製剤とスワルスキーカjlJダニ製剤はボトル型製剤tパック型製剤

があるが＼それぞれ､メリットとデメリットがある(図3)｡

第3図

カプリダニ製剤のメリットとデメリット

デメリット 刳|二田 

ボ ��ﾉ�hﾏ��ｸ*ｨｯｩ�(,X*ｸ.��●農薬め影捌こよる消失 

ト ル 製 刺 宙･�(飩ﾙ�h�ｯ｢��●餌不足による定着不良 ●安価(パックに比べて) ��ﾈｼ�ｨｫ�:ﾈ*ｩ>�+X*"�

⇒繰り返し赦飼 =労力.コスト高 

バ ツ ��ﾉ�H�ｭH*�*�,Ih�?ｩ5i4x*亶頽���ﾈ･�(飩ﾙ�i��*�.y_ｩ;ｨ*ｨ�)Eﾂ��5�5�5x8X�ｸ8ｹ_ｨ顳��●水濡れによる塵奴 � 
｣ 

●環境の不良による定着不良 

ク ��ﾉ_ｨ�ｯｨｭI>�,X-�.ｨ,闕ｩ:陷)Eﾂ�高温.低温.監理 

製 ��ﾉ_ｨ飃ﾞﾉOﾈ*ｨ�|ﾒ��ﾉ$�,X.�ｼ�ｩ_ｩd�*�+~,B�●天敵の移動に時間が掛かる 

刺 凵ﾋ狙っていた効果が 

堅守ら軌1日髄 
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ボトル型製剤はパック型製剤より安価であり､害虫発生初期に日脚腔が期待できるが､化学農薬の影響が残っ

ていた場合､影響を受けやすく､また､害虫や代替工サが不足した環環では逼着が難u lという側面をもつ｡

また､パック型製剤認澱塁間かけて毎日天敵が救出されるという特徴を持ち､害虫発生前からスケジュール放

飼が可能であるが､水濡れによる腐敗やネズミなどによる食害､環境不良(乾燥)などにより､期待していた

効果が得られないことがある｡

｢バンカーシート｣はこのパック型製剤のメリットはそのままにデメリットを改善することを目的に開発

され､パック型製剤の性能を最大限に引き出すことにより､より安定的に害虫を防除することが可能となった｡

｢バンカーシート｣は天敵放飼タイミングのスケジュー)いとが可能であり､継続して天敵が放出されるとい

うメリットを最大限生かし.これまでIU＼ウス栽培のイチゴやキュウl人ナス､ピーマン､シシトウ､カンキ

ツ､マンゴー､シソ､花弁類などで普及が進んでいる｡供給量は右肩上がりで増加しており､平成3 0農薬年

痩(201 7年1 2月～201 8年1 1月)の販売金額は1億5000万円を超えた｡

一万で現場でlま担当者の若返りにより生産者に対する提案力が低下しつつある課題もある｡ ｢バンカーシ

ート｣の普及活動をきっかけに､害虫や天敵などの知識址や生産者との交流を深めるきっかけとなることを

期待し.これからも普及活動を強化していきたしし
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土壌病害診断事業の実践事例と課題　-lPMへの貢献-

アグロ　カネショウ株式会社

技術普及部　普及課　石本ゆに

はじめに

アグロカネショウ(鶉饗薬の製造･販売メーカーである｡倉蝶圭以来｢農家とともに｣をモットーに､現

場密着の技術普及活動を展開してきた｡特に作物栽培の基本となる土づくりの場面において､パスアミ

ド微粒剤･ DD ･ネマキック漣剤の普及推進を通して連作障害の要因の一つである土壌病害虫対策に取

り組んできた｡

しかし人土壌消毒はあくまでも予防的な手段であり､土づくりの一部を担っているに過ぎす､今まで

多くの失敗事例もあった｡そこで生産者のニーズに応え､より品質の良い震作物の生産につなげるため､

土壌病害対策の一環として土壌分析事業を開始することとなった｡

1.土壌分析事業の取り組み

1 )土壌分析室の設立と分析内容

201 3年1 2月に茨城県の結城事業所内に土壌分析室設霞し､翌年201 4年1 0月に計量証明事業

登録取得､ 201 5年1月に土壌分析事業を開始し､現在に至っている｡

現在の分析内容は次ページの表のとおりである｡化学性分析については一般の分析会社の項目と何ら

変わることはないが､弊社の土壌分析は生物性分析が特徴となる｡土壌病害ではナス科青枯病･タバコ

立枯病､ショウガ根茎腐敗病､ネギ類黒腐菌核病､ピシウム病害･フザノウム病害､アプラナ科根こぶ

病を､また植物寄生性線虫ではネグサレセンチュウ､ネコプセンチュウおよびダイスシストセンチュウ

を対象として分析を行っている｡

3)線虫分析について

従来､線虫密度分析にはベルマン法という方法がとられてきた｡簡厘ではあるが:ベルマン法では活

発に活動中の線虫のみの分離にとどまること､土性や気温によって分離率が異なること､そもそも分離

効率が低いといった問題があった｡そのため､線虫密度が重いという結果にも関わらず､圃場では被害

が発生するという矛盾した状況になることもuまuまであった｡そこで､これらの問題を解決するため

に､リアルタイムPCRを用いた分析方法を導入し､植物寄生性線虫のDNAを定量することで､より

正確な線虫密度分析が可能となった｡

4)土壌病原茜分析について

ナス科青枯病･タバコ立枯病･フサリウム病害･ピシウム病害については､それぞれの選択培地を利

用して密度検定を行い､必要に応じて生物試験もあわせて実施している｡ショウガ根茎腐敗病について

は捕捉法で､ネギ類窯腐菌核病についてはデカンテ-シヨン法によって菌核を拾いあげ培養法によって

分析結果を出Ljtいる｡アプラナ科根こぶ病については線虫同様にリアルタイムFCRで密度が分析可

能となっている｡
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土壌病原菌

ナス科青梅病､タバコ立枯病

(危脇ぬ貸:由naceam)

ショウガ根茎腐敗病

(鋤m m肋

ネギ類黒腐茜核病

(&尭劾m Wmm)

ピシウム病害(脇m菌)

フサリウム病害(斤働九〝7 0m)

根こぶ病(醜bassBa

植物寄生憧線虫

ネタサレセンチュウ

(キタネグサレ､ミナミネグサレ)

ネコブセンチュウ

(サツマイモネコユキタネコj)

ダイスシストセンチュウ

分析恵法

選択培地

生物診断

捕捉法

デカンテ-シヨン法

培養法

選択培地

リアルタイム千℃R

分析定法

メタゲノム法

(リアルタイムPCR)

pH (H20,

EC

交換性カリウム

交換性石灰

交換性着工

アンモニア態窒素

硝酸態窒素

CEC

腐植

有効態リン酸

リン酸吸収係数

全窒素

全炭素

微量元素4種

剛nZn)

2.へソティムについて

1 )へソティム(HeSoD'M)とは､ ｢健康診断に基づく土壌病害管理｣ (HeSoDiM : H錠前h cWup

based Sdi-同調sease Management)のことである(特定非営利活動法人圃場診断システム推

進機構　理事長　勤馬誠也(201 8))｡人の陸康診断と同様に基本的な診断項目､問診を通して発病リ

スクを言晒しリスクに応じた対策をとるというスタイルになっている｡

鯵噺項目

･請僻の嚢鱗離京)

国
･土類の豪農しやすさ

･土筆の生物櫨

発癌リスク
隅鍾

リスクに"応じた対鍵　~

･ ±づくりー奪書物_撫鯖..∴

･宣撫.農某...

･土軍鶏書.後備,..

olぐ...

回　へソディム(健康鯵断に基づく土偶東宮t凄)射舞ら､ mD年
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2)へソディムの特徴は､ 1.個呂腰縄だけで対応しない(分析結果だけの報告や現場に合わない技術の紹

介はしない)　2予防が最重要項目(発病していない段階から診断･対策を行う) 3.圃場ごとに管理す

る(生産者の意識を高め指導員がアドバイス)となる｡

3)へソティムマニュアルは現在1 6病害について作成されており､誰でも無料で検索しt利用できるよ

うになっている｡マニュアルの条件は､ 1.診断･評価･対策がセットになっていること　2発病ポテン

シャル(発病しやすさ)を3段階(レベル1 ,23)で評価すること　3.発病ポテンシャルのレベル毎に

対策リストを作成することの3つである｡

4)アグロカネショウの土壌分析はヘソティムの考えを取り入れマニュアルを参考にして行っている｡下

の分析結果報告書を見ると1.病害発生状況や薬剤履歴を記載(問診)､ 2.分析結果･ポテンシャルを

表示(結果の書HH)､ 3.発病ポテンシャルの内容および対策について記載､となっており､ヘソティム

マニュアルに則った内容であることがわかる｡

()＼珪1

1着lt富ま　照か　tL　章

ミ富●

軽量議実意薯

韓議融三

il〈ト).1 t身重tJ.農B場I(重N重富l-っこし+_i.

∴一一一一__-_ _____ー_一一一一__

病害発生状況･薬剤履歴

分析結果･ポテンシャル表示

分析結束から箕浦ポテンシャル
を示す内容および防除封策を
記載する
にこでは高知県農業技締

センターより発表されている

内容を謹厳)

3.土壌分析を利用した防除の取り組み

1 )土壌消毒と台木を利用したなすの青枯病防除

なすの青枯病が発生しrいる愛知県の事例について報告する｡現地では土壌消毒は実施が難u lので

抵抗性台木苗の利用を検討していたが＼弊社とL/tはパスアミド微粧剤の推進と合わせ､現地圃場での

バスアミド微粒剤の効果確認とともに台木を利用した体系防除の効果について検討することとした｡

トマトの奇相病へソティムマニュアルの診断手順では1発病履歴の調査　2.病原茜の生育深度の調査

3.土質の調査　4.総合リスクの評価　5.防除対策の選択･実施　となっているので､これに準じて試験

を行った｡

具体的には1-3についてチェックしてポイントを合計し人それを発病リスクとして評価(ポイント

1-5:リスクレベル1､ポイント6-9:リスクレベル2､ポイント10～18 :リスクレベル3)､各

リスクレベルから対策技術を選定(リスクレベル1 :慣行接ぎ木木､リスクレベル2 :高接ぎ木*または

深層土壌消毒+慣行接ぎ木､リスクレベル3 :深層土壌消毒+高接ぎ木)というマニュアルを参考にし

た｡下表が現地圃場の診断結果である｡

-13-



:なし日代で竿や…ツ聖で誓∴ 劔的���未�
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や土質 ～ ��ﾙ6��陸誓 l● �� �"�����

全部山王｣ 

発病履軽､土質などをリスク評肺すると合計ポイントは1 2となった｡ 10～1 8かリスクレベル3な

ので､対策技術としては深層土壌消毒+高接ぎ木ということとなり､バスアミド微槌剤+台木の体系処

理は防除対策としては適切ということとなった｡

試験概要:試験地は愛知県豊田市の現地圃場､供試作物はなす(品種:築陽)､台木は台太郎とトルパ

ムの2種とした｡試験区はバスアミド微糖剤30悠処理区で被覆区と無被覆区の2区を設けた｡ 201 8

年3月13日に濫読□処理し4月5日(処理23日後)に被覆を除去しtガス抜きを行った｡定植は5

月1日(処理35日後)に行った｡菌密度は処理直前･同22日後および栽培終了後に土壌採取しt分

析を実施した｡発病株率は6月から10月にかけて月1回行った｡

結果は下表のとおりである｡消毒後の菌密度をみると被覆区はどの層でも要防除水準以下に下がって

いるのに対し人無被覆区は上層と中層でやや密度が低くなった程度であった｡また､発病株数の推移を

みると､台太郎台木を定植したパスアミド被覆医の効果が高いことがわかった｡しかし人収穫後の菌密

度をみると被覆医でも表･中層の密度が元以上の数値になってしまい､引き続き防除対策を継続しなけ

ればならない結果となった｡一方で､パスアミド微糊軸ま雑草に対する効果も有するため､被覆区は非

常に雑草が少なかった｡

土壌バステき手駒巨諦/｢一裏一言- 
取深慮 侭�H�����(消毒後iポテンシャル｣ 

30cm.2_9×10日<1021 

60帥 澱籀�闔ｨv｢�<ーげ1 

_i_〈9_9倒し⊥錐_I___le:___ �<102__｣___1 

土壌盛運箋援護 .moBmB-.?2:勘,.8X.♂ 清書緩 價ﾙV�ｲ�
'､テンシャル; 2 

60調LeX両日9.5×1げ �"�

90cm1.1XlGー<ー02 ���

土壌 辻�∴i �ﾉV�｢�

採取深度 冓 i �7ﾈ6X985h888ｲ�

30ローー 迭ﾃU⑥�&迭�7�F���"�

60帥 �%��齷y�"綛���v｢��"�

90cm 迭ﾓ5�B�iI.eXtが �"�
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被覆区/無被覆区/

無被覆区

表.発病株の推移

写真.バスアミド処理後の圃場の様子

2)線虫防除によるハクサイ黄イ斬毒対策

茨城県では黄化病対策としてバスアミド等を使用している｡秋冬はくさいでは耐病性品種の

使用により以前より被害は減少しているが､春はくさいでは融病性品種が無い｡

ハクサイ黄化病のヘソティムマニュアルには｢本病はキタネグサレセンチュウにより発病が

助長される｣との言琵蝋がある｡また､診断項目にキタネグサレセンチュウ密霞がある｡

防除対策メニューには｢嗣病性品種｣ ｢緑肥｣ ｢土壌消毒｣ ｢輪作｣の記載はあるが粒剤による線

虫防除については書かれていない｡以上のことを踏まえ､ネマキック鮭剤で線虫防除を行った

場合の黄化病への影響について検討することとなった｡

試験概要:試験地は茨城県現地圃場､供試作物ははくさい(品種:春ひなた)､試験区はネマキ

ック糎剤20 kglOa処理とした｡ 2018年2月18日に粒剤を混和処理し3月中旬に定植

を行った｡調査は処理前と収穫時に土壌採取してベルマン法にて線虫密度を､生育期間中に黄

化病発病株数を調査した(前年夏期にバスアミド30kg/1 0a処理後秋冬レタス作付)｡

結果は下表のとおりである｡ネマキック処理区の線虫密度が低くなったとともに､発病株率

は1 8.1と無処理区の606とt推交して低く､高い効果が認められた｡

本試験では土壌分析はほとんど活用しなかったが＼現地でのネマキック粒剤推進のために今

後は土壌分析室を活用して試験を行う予定になっている｡
～15-



i線虫密度 劍囗峪V�JﾙV�鐱zb�
∫(頼子土盛202) 

i 冨処理前 剋綷o時 兢ｨﾛ��vﾉ�B�発病 株数 價ﾘｮ��ｴ�jr�

ネマキック 20kg月Oa ��2�1 鼎3"�78 ��⑦ﾂ�

十 熱処理i21 �165 鼎#b�258 田�綯�

禦姓瑠医　　　　　　　事マ千･J堰

表.線虫密度と発病株率　　　　　　　写真.処理後の圃場の様子

4.今後の課題については以下の項目があげられる｡

( 1 )　診断の基準となる要防除水準が設定されていない病害虫が多い

>　病害虫診断は結果の報告だけではなく対策についてもフィードバックする必要あり

>　土壌の病害虫については要防除基準が設定されているものが少ない

日本独特の土壌種の多さ･気象要因などの地域間差が多いことが主因

⇒　各指導機関との連携を図りながら対応

(2)　状況に応じたサンプリング方法が徹底されていない

>　土壌の病害虫診断および密度検定についてはサンプリング方法により大きく数値が振

れる可宵闇三あり

⇒その圃場の潜在的な発病･被害発症の可能性を探るため､前作に最も発生が多かった場所

からの土壌採取およびサンプリング方法の実施を流通関係者の協力も得て要請していく

(3)　圃場の状況等　情報の不足

>　診断結果から対策を導き出すためにも前作の被害状況･残さ処理･栽培履歴など

圃場の情報も非常に重要となる

⇒問診回答の協力要請･流通関係者との連携

(4)　技術面の充実

>　生産者の信頼を得るためにも社員の技術力向上(土壌医､技術士等の資格取得)

⇒指導機関とも連携しながら実績を積み重ねていく

>　新ul分析項目の追加

おわりに

安定した農作物の生産のためにも､農業の基本である土づくりにおける土壌病害虫診断の必

要性は今後より高まっていくものと思われる｡各指導機関､流通関係者とも連携しなから課題

に向き合っていくとともに､少しでも生産者に貢献できるよう土壌分析事業を進めていきたい｡

～16-



生物的随除部会

2019年度　第1回講演会のお細ら抜

下記のとおり生物的防除部会　2019年度第1回講演会を下記の通り開催いたします｡

会員の皆様はじめ多くの方がご参加くださいますようお願い致します｡

記

日　時: 2019年6月18日(火)　午後3時00分～5時00分

場　所　:　東京農業大学1号館　4階　444教室

世田谷キャンパス案内図参照

講演会　:

演題1 ｢｢全国の虫塚の歴史的背景と変遷-害虫･益虫･ただの虫-｣

昆虫芸術研究家(東京農業大学生物的防除部会幹事)
相田　雄三　氏

<　講演要旨　>

農耕が始まって以来､人々は害虫の被害に悩まされてきた｡耕種的防除法､生物
的防除法､物理的防除法､化学的防除法､あるいはこれらが組み合わされたが､異な
る方法での防除も近年まで行われていた｡ ｢呪術的防除法｣ともいえるもので､ ｢虫送

り｣はその典型である｡害虫を供養する｢虫塚｣も静的な意味で害虫防除に連なる｡
しかし､時代を下ると虫塚は害虫供養から離れ､試験研究機関､博物館での研究や展

示､害虫根絶の記念､蚕やミツバチなど有用昆虫の供養･感謝などへと目的を広げた｡

全国に点在する｢虫塚｣を示しながら､人間と昆虫とのかかわりについて考える｡

演題2　｢微生物農薬による病害虫デュアルコントロールの可能性｣

(国)震研機構　野菜花き研究部門　主任研究員　飯田　祐一郎　氏

<　講演要旨　>

微生物殺虫剤に有効成分として含まれている一部の昆虫寄生性の糸状菌は､植物との親

和性によってエンドファイトやエビファイトとして機能することや､病害に対する防除効

果が報告されている｡微生物殺虫剤の病害防除効果を解明することで､病害と虫害の同時

防除が可能となり､作業時間の省力化や経費削減に寄与すると考えられる｡我々が進めて

いる微生物殺虫剤の野菜類うどんこ病に対する防除効果や､昆虫寄生菌の植物体内外にお

ける動態解析について紹介する｡
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講演会終了後､講演者らを囲んでの懇親会(参加費3000円)を予定しています｡

ぜひご参加ください｡

お申込みの際は

所属･お名前･講演会への参加･懇親会への参加をお知らせください｡

¶講演会への参加申し込み･お問い合わせは

生物的防除部会事務局　厚井　隆志　takashi.ko櫓)nifty.ne.ipまで

お願い致します｡

2019年度　総会開催のお細らせ

2019年度､生物的防除部会の総会を下記の通り開催いたしますのでご多用とは思い

ますが､会員各位のご出席をお願い致します

記

日時 謄#��僖緝ﾈ���?｢榎r佻�3(鳧��ﾍ�3(鱚3�Z｢�

場所 �8ﾈｹ颱�i�Xｧs�ﾘhｭ滴､ｳCCHｻ8��

世田谷キャンパス案内図参照 

議題 ���#��吋�7磯hｼi_�ﾙ�*�.h-�檍ﾇi_�ﾙ�HｬHﾛ雲�ﾙ��
2)2019年度事業計画案および予算案 

3)幹事改選および役割分担 

4)会則改正について 

5)その他 
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一機豊穣(,青物 

幡章コ 推参珪 �8ｸ7X42��8�984霎��

t入場リ裏書in 辻苒ﾒ苒��

千鋤場 �5�� ��

〟._●り ��

tIIf! ��･セブンイレブン 偬HxB�

～/一霊, �� 

学部患鋼生拙謝"地機種賠櫨.郎食料請機軸"鐙照夫季

住所　〒156-8502　東真綿慣田谷瞳鞍丘1-i-i

小田急録

◆築後tT重

義夢的i5分

◆千置越後刷下車

健夢約15分

パス的5分　<千種鍛練照一置大筒>

東京バス　　淡谷購締-(滋3)　青々九議書所行･･･(基li)　用賀韓静･･(照OD

JR山の手持

◆録賛意下車(機番職eP)

バス的柳分　く淡谷照一農大競>

小田aパス　虞鱒学田競糠お口行-･･････(滋2●)調布観照口語･･････････職制

東a′(ス　　織機学田同原百日行一････････(激21)穐鴫ヶ谷大農麟行････(裁23)

京急細田種市録

◆意義tT章

徒事的20分

バス的IO分　<用賀一重大前>

東a′くス　　世田谷区民全篇行･････････(○耽)櫨幡ヶ谷大農原行･････i ･･(照Ol)

一〇同軍〇〇一i季1○梢は葵1 義軍∴囲_.- タ,戸シナが-水で-).篇重複:1地Hl 努-I"カデモ-場裏章 1号館4陸444教室課 講演会会場前_,義 i e青嶋 亦ﾂｲ��ｨ耳�ｲ�!,慈;1要田 Lセンタ一 雄議 書後事鱒 hh勤番 

蝉it lo強 ､ーヽl l擢 

重義着r章と置｣ の機物置ー バイオ'Jウム一題幾室 �'4-東急田園都市線 用賀駅からバス 
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東京農業大学総合研究所研究会

生物的防除部会(部会長　根本　久)

生物的防除部会(庶務　足遼太郎)

〒156-8502　東京都世田谷区桜丘1-Ll

TBL 03-5477-2411(直通)

FAX 03-5477-4032

e-mail t3adati@nodai.ac.jp


